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修士論文要旨
本論文における問題と目的
　本研究では，宗教・文化的な意義の及ばない限りにおい
てなされる人為的な操作によって身体を変形させる実践を
「身体改造（Body Modification：以下BM）」と定義する
（三井，2011）．BMは世界の多くの国や地域でみられ，特
に現代においては青年期の若者において流行となっている
実践である．
　本研究では，こうしたBM実践の動機に着目し，BM実践
の動機にどういった要因が影響を与えるのかについて検討
することを目的とする．
予備研究
　2009年７月，BM実践の動機を有する若者１名に120分程
度の半構造化面接を実施した．インタヴューの結果から，時
間的展望と自己身体の認知や自己身体をどのように取り扱
うのかといった傾向がBM実践の動機と関連する可能性が
示唆された．
研究１
　予備調査の結果を実証的に検討するため，2012年７月，
303名の大学生を対象に時間的展望を測定するための時間
的展望体験尺度（白井，1994），目標意識尺度（都筑，1999），
時間的信念尺度（白井，1993）を用いた質問紙調査を実施
し，以上の３尺度について因子分析（主因子法・斜交
Promax回転）を行い，それぞれの尺度の構成を確認した．
研究２
　予備調査の結果を実証的に検討するため，自己身体につ
いての認知や自己身体への投資の傾向を測定するための尺
度であるOrbach & Mikulincer（1998）によるBody 
Investment Scale（以下：BIS）日本語版の作成および信
頼性の検討を行った．2012年７月，303名の大学生を対象に，
BISを翻訳した24の質問項目を用いた質問紙調査を実施し．
因子分析（主因子法・直交Varimax回転）を行った．その
結果，抽出された４因子のいずれについても.35以下の因子
負荷量を示す２項目を除いた４因子22項目を採用し，因子
負荷量を基準に下位尺度の構成も確認した．信頼性の検討
のため４つの下位尺度についてCronbachのα係数を算出
した結果，α＝.62～83の値が確認された．
研究３
　時間的展望における過去・現在・未来といった側面が，そ
れぞれ自己身体の認知や，身体改造に対する関心にどう
いった影響を与えるのかについて明らかにすることを目的
とし，「時間的展望が自己身体の認知や自己身体に投資する
傾向を媒介として，身体改造に対する関心に影響を与える」
という仮説モデルの検討を行った．
　2012年７月，303名の大学生を対象に質問紙調査を実施
し，その結果をもとに，研究１において再構成した時間的
展望体験尺度（白井，1997），目標意識尺度（都筑，1999），
時間的信念尺度（白井，1997），それぞれの下位尺度を計12
要因の説明変数とし，研究２で作成したBody Investment 
Scale日本語版の４つの下位尺度を目的変数とした重回帰
分析を行い（step1），次に，Step1で用いた16の変数を説
明変数研究２で作成したBody Investment Scale日本語
版を説明変数とし「ピアスに対する関心」「タトゥーに対す
る関心」を目的変数とした階層的重回帰分析（Step2）を
行った．
　その結果，「ピアスに対する関心」に対しては，将来展望
や過去受容にかかわる変数が「身体イメージ」を媒介とし
たパスの説明率が最も高く（β=-.26,p<.01），「身体イメー
ジ」の安定が「ピアスに対する関心」を低めることが明ら
かになった．また，「タトゥーに対する関心」に対しては，
現在重視傾向や過去受容にかかわる変数が「身体保護」を
媒介としたパスの説明率が最も高く（β=-.20,p<.01），「身
体保護」傾向の高さが「タトゥーに対する関心」を低める
ことが明らかになった．
　以上のことから，本研究において明らかになった「身体
イメージ」の安定や「身体保護」傾向の高さが身体改造の
実践動機を低めるといった結果は，従来の先行研究の知見
に合致したものであるといえる．しかし，ピアスやタトゥー
は身体に傷を付けるという意味では同一直線状の実践であ
りながら，時間的展望という軸を差し込んだとき，その内
実は似て非なるものであるということが明らかになった．
今後の課題として，自己意識や自己身体，そして身体改造
が有する時間性についてより詳細に検討していく必要性が
示唆された．
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